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在宅における心臓リハ

※都合により誌面が変更される場合がございます。

このところ，平成 30 年度の診療報酬・介護報酬の同時改定に向けた議論が加速されて
きています。本年 6 月に入ってから社会保障審議会介護給付費分科会にて各種の介

護保険サービスの今後のあるべき方向性について検討が始まっています。まず「訪問リハ」
「通所リハ」，続いて「訪問看護」と分科会での討議の内容が明らかになっています。
　「訪問リハ」の論点として，その提供事業所数，利用者数はともに年々増加しているが，
退院後や状態の悪化している利用者などについて，必要に応じて早期の訪問リハの対応が
必要とされています。計画書について訪問リハの質を担保・向上する観点から，その作成
および実施にかかる医師の関与のさらなる促進の必要性が強調されています。さらに医療
と介護の連携を円滑にする観点から，継続性・互換性のある計画書の作成の推進が掲げら
れています。「通所リハ」についても基本的な骨格は訪問リハと同様ですが，あいかわらず

「通所介護」との役割分担と外来リハの受け皿としての役割強化の必要性が示されていま
す。ともに基本的なトーンは量的にも質的にも今後のさらなる向上を期待するものでした。
　一方で，大変気になるのが「訪問看護」における訪問看護Ⅰ5 つまり「理学療法士等に
よる訪問看護」についてです。驚いたのは報告書の「訪問看護の質」の項目のうち，その
2/3 が「理学療法士等の訪問看護」についてでした。理学療法士等を手厚く配置している
訪問看護ステーションが近年増加していますが，その対象者は要支援者に偏っているとい
う指摘があります。利用者の特徴として医療依存度の高い「人工呼吸器管理・気管切開の
処置」「がん末期の疼痛管理」「看取り期のケア」において，理学療法士等の訪問看護のほ
うが対応できているとされています。一方で看護職員との連絡・連携は全体の 5％の利用
者において「まったく取れていない」との指摘もされています。理学療法士等の訪問看護
の論調は，「そのあり方を基本的に見直す」というトーンになっている感じがします。今後
の展開が大変気になるところです。
　さて，今回の特集のテーマは「高齢者の下肢病変と在宅支援」であり，介護保険におけ
る訪問リハや訪問看護との関連もかなり深いと考えます。在宅支援の現場では大変身近で
具体的な問題が指摘され，活動性や生活機能の低下にも直結しやすい側面があり，チーム
医療の必要性も強調されています。酷暑と言われている今年の夏も盛期を過ぎようとして
いますが，秋以降の同時改定に向けた論議をさらに盛り上げ，地域におけるリハの活性化
につなげていただければと考えます。
 編集委員　伊藤隆夫
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